
Rであそぶ 

  

αが低いのは，項目数のせい…？	
 （２） 
 
	
 前回は，一定の項目間相関の状況において，項目数が変化するとα係数はどのように変化

するのかを見てみました。今回は，次ページのようなα係数と項目数，項目間相関の関係が

示されている一覧表を作ってみたいと思います。先に言っておきますが，シミュレーション

的にやらずとも，計算でももちろんできますが。 
 
	
 表を見てもらえばわかると思いますが，次ページの表は，横に項目間相関，縦に項目数を

とったα係数の表です。項目間相関は，０から .600まで，.025区切りで作っています。前
回確認したように，項目間相関が .500の時，３項目でα係数を求めると .750であり，２項
目なら .667です。この表でもそのような数値になっています。 
	
 とりあえず，一般的な基準であるαが .700 を下回る部分に色をつけています（表の整形
はエクセルでやっています）。なんと，項目間相関が .075 でも 29 項目あればαは .700 を
越えます。これをもって，「内部一貫性が高い」なんて言う人はいないこと思いますがね…。 
	
 論文とかで問題になるのは，4 から６項目くらいでαが .700 を下回るような場合でしょ
う。つまり，項目間相関の平均が .300 前後で内部一貫性があると主張するのかどうか，と
いうところですね。 
 
	
 まずは，この表を作成してみましょう。前回やった方法で，１つずつ相関を指定してやっ

てもできます。それを面倒だと思う人は，これまでやってきたものを参考に，これを一気に

スクリプトを作ってみてください。新しいRの関数を使わなくても作れますよ。 
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Rであそぶ 

  

	
 私が作ったものを，とりあえず紹介しておきます。もっとすっきりしたやり方もあると思

いますが…。	
 

	
 以下のスクリプトには，これまで使っていなくて，ちょっと楽をするために，一般的にす

るために使った関数も入っています（しかし，これまでのやり方でも置き換えることはでき

ます）。ひとつはseqという関数です。これはseq(a, b, c)という形をとり，aからbま
で，cずつ増やした数列を作ってくれます。もうひとつは length(a)です。これは aに入
っているデータの数を数える命令です。	
 

	
 なお，これまでで一番時間がかかります。1.6	
 GHz	
 Intel	
 Core	
 2	
 DuoのMacで１分くらい

かな…。もっと遅いマシンだと，どのくらいかかるかはわかりませんが…	
 

 
x <- read.csv("mat30.csv", header=TRUE, row.names = 1, 
fileEncoding="CP932") 
library(MASS) 
library(psych) 
co <- seq(0, 0.6, 0.025) 
n.co <- length(co) 
o.co <- c(1:n.co) 
box0 <- rep(NA, 29*n.co)  
box <- matrix(box0, ncol=n.co)   
for(m in o.co) { 
 xx <- x 
 xx[x==0.5] <- co[m] 
 mux <- rep(0, 30) 
 data <- mvrnorm(n=200, mu=mux, Sigma=xx, empirical=TRUE) 
 d.data <- data.frame(data) 
 for(n in 2:30) { 
  al <- alpha(d.data[1:n])$total 
  box [n-1,m] <- al$raw_alpha 
  } 
 } 
print(box) 
 
	
 私がちょっと頭を抱えたのは，今回は項目間相関が整数ではないので，そのままmに代入
できなかったところでした。o.co を作ったのは，それへの対応のためです。他によいやり
方があれば，ぜひ教えてください。	
 



Rであそぶ 

  

	
 もちろん，こんなスクリプトを作って，結果を眺めてあそぶことがこの資料の目的ですが，

でき上がった表を見ると，ちょっと考えさせられるのではないでしょうか。 
	
 確かに項目間相関が同一の場合，項目数が多くなればα係数も高くなります。これを逆に

言えば，「もっと項目が多ければα係数も十分だったのだけど，今回は項目が少なかったから

…」となります。 
	
 しかしこの言い訳は，自分なりの項目間相関のイメージを持っていないと苦笑されかねな

い記述になりかねないと思います… 
	
 たとえば，「やはり同一下位尺度の項目間相関は.400 以上は欲しいよな…」と思っていた
ら，４項目ならαが.727以上くらい，５項目なら.769以上くらいがないと，ポリシーからし
て使えないわけです。たとえば４項目でαが.680くらいだった時，「.700に近いし，項目数
も４だから，何とか…」という発想は，項目間相関が.350くらいでもOKと認めてしまうこ
とですから… 
	
 そんなこんなを考慮しての極めて個人的感覚ですが，やはりα=.700 は最低ラインのよう
に思います。そして，r=.250から.300のラインから右側かな。項目数がある程度ある場合で，
αが .7くらいしかなければ，私ならやり直すかな。 
	
 項目数が４とか５なら，α係数は .7 台中盤は欲しいと…。それ以上項目があるなら，.8
に近い値以上かな…。.6台だったら，それを糧にやり直した方が今後のためのように感じま
すが… 
	
 	
 


